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　低コスト造林現地検討会を開催
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【森林整備部 森林整備課】11 月 13 日（火）、福井森林

管理署管内の黒
くろこ

河山国有林（敦賀市）において、セラミッ

ク苗の植栽とマルチキャビティコンテナ苗（以下、「コン

テナ苗」という。）の育苗について「低コスト造林現地検

討会」を開催し、県・市・森林組合・種苗組合・林業事

業体から 69 名と石川・福井・滋賀の各森林管理署から

36 名、合計 105 名が参加しました。

　この低コスト造林現地検討会は、平成 22 年 10 月の

兵庫森林管理署管内での開催を皮切りに、今回で５回目

となります。いつでも植えられるというセラミック苗及

びコンテナ苗の特性を活かし、伐採と同時に植え付けを

行うことにより、地拵えや下刈回数の省力化が図られ、

従来の普通苗植栽より約 30％の経費削減を見込める画

期的な造林方法として、技術開発と普及を図っているも

のです。

　当日は局長挨拶の後、担当者から低コスト造林の説明

を行い、つづいて赤井氏 ( 元京都大学助教授 ) からセラ

ミック苗の特性について、和歌山県山林種苗組合連合会

の田端副理事長からコンテナ苗について育苗方法の説明

がありました。

　その後、参加者は植栽現地へ移動し、専用の植栽器具

を使った植栽体験を行いました。

　植栽体験を終えた後の意見交換では、参加者からセラ

ミック苗の植栽の簡単さに驚きの声が上がっていました。

　また、「苗木の単価や入手方法を教えて欲しい。」「苗木

の成長量などについて、今後も継続して追跡調査を実施

して欲しい。」など、低コスト造林に対する関心は非常に

高く、多くの意見を聞くことが出来ました。

　近畿中国森林管理局においては、今後も様々な条件下

での実証調査によるデータを蓄積し、低コスト造林の技

術開発及び普及とあわせて植栽数年後の現地検討会の開

催に努めていきたいと思います。

苗を初めて見る参加者

コンテナ苗とセラミック苗



2

NO.1042

2

有識者懇談会現地説明会を実施
～奈良森林事務所管内～

【計画部 計画課】　11 月 7（水）～ 8 日（木）、今年度

の地域管理経営計画を策定する奈良森林管理事務所管内

の大和・木津川森林計画内の国有林において、有識者懇

談会現地説明会を実施しました。

　地域管理経営計画等を策定する際には、森林・林業関

係者のみならず、様々な分野の有識者の方々から意見を

頂きそれを計画に反映させることとしています。

  本説明会は、委員の方々を対象に、現地を見ながら各

種事業内容等を説明し、国有林の管理経営の具体的な取

り組み内容について理解頂き、有識者懇談会での意見聴

取をより効果的なものとするために平成 21 年度から実

施しています。

  今年度は、奈良市の地獄谷国有林ほか７箇所の国有林

等において、世界文化遺産貢献の森
も り

林、古事の森、檜
ひわだ

皮

採取対象林等の「木の文化を継承する森
も り

林づくり」、間伐

都島中学生　職業体験学習
～箕面国有林～

【総務部 総務課】　１１月８日（木）～９日（金）にかけて、

大阪市立都島中学校の要請により、２年生５人を職場体

験学習の一環として受け入れました。

　初日の午前中は、箕面国有林内（箕面市）の天上ヶ谷

林道において、

林 道 の 横 断 溝

（雨水排水用の

溝）の清掃作業

を 体 験 し ま し

た。作業前に森

林整備課の職員

から注意事項に

ついて説明を受

け、その後全員でタッチアンドコール「ゼロ災でいこう

ヨシ！」を唱和し作業に取り掛かりました。

　林道は、雨水により路面が洗い流され、その時に土砂

が流出し横断溝を埋め

てしまいます。中学生

たちは、ツルハシ・ジョ

レン・スコップなど初

めて使う道具の使い方

指導を受け、手際よく

２箇所の横断溝の清掃

作業を行いました。

　午後からは、隣接

する箕面エキスポの

森（国有林内）の「オ

オクワガタの棲
す

める

森
も り

林」エリア内で植樹作業を体験しました。ここでは、

箕面森林環境保全ふれあいセンターの職員から植樹の方

法についての指導を受け、ポット苗のクヌギ１０本、コ

ナラ１０本、カエデ５本の広葉樹を植えました。また、ポッ

トにクヌギの種子を蒔き、来年の苗づくりにも挑戦しま

した。ポット苗は、生徒達が家に持ち帰り育ててくれる

事となりました。

　２日目は、森林管

理局周辺でトラン

シット測量に挑戦し

ました。この測量器

具は精密機器である

がゆえに取扱が難し

い代物です。

指導は計画課のベテラン指導者２名が受け持ちました。

中学生たちは予め選定していた測点に測量器機を手際よ

く据え付け測量を行い、測量した成果を測量野帳に正確

に記載していました。

　その後、箕面森林環境保全ふれあいセンター職員の指

導で「水源の森」ジオラマづくりに取組ました。ケヤキ

の樹皮や苔などの自然素材を使用し、「水源の森」をイメー

ジし思い思いの個性的な作品を作成しました。

　職場体験学習の感想として、「横断溝の清掃は腰が痛く

なり疲れたが、達成感があった」「植樹作業は難しかった

けど楽しかった」「測量は機械の操作が難しかったが楽し

く測量ができ

た 」「 ジ オ ラ

マづくりは楽

しかった」な

どの声が聞か

れました。

説明を受ける中学生

横断溝の作業体験

トランシット測量体験 現地説明会での様子
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【奈良森林管理事務所】　１０月２７日（土）、春日大社感

謝共生の館と春日山原始林において、「古都奈良のまち並

みと古事の森」と題して「春日奥山古事の森普及啓発イ

ベント」を開催しました。

　「春日奥山古事の森」は、平成１５年度に春日山原始林

に隣接する地獄谷国有林（奈良市）に設定し、歴史的木

造建造物の修復用資材の供給に寄与するため、関係機関

やＮＰＯ等との連携・協力を図りながら、200 ～ 400

年というこれまでにない超長期にわたる森林づくりの象

徴的な取組として、「古事の森」づくりを展開しています。

　当日は、一般参加者や春日奥山古事の森育成協議会関

係者、ボランティア団体など、約２００名が参加しました。

　第１部のシンポジウムでは、今年度は日本の木の文化

を象徴する社寺だけではなく、日本古来の大衆の木造文

化である町屋・町並みが社寺と一体となって地域の魅力

を増すことに着目し、東大寺技監の今西良男氏が、「奈良

の町屋と町並み」と題して基調講演が行われました。ヒ

ノキ、マツ、クリ、曲がり材などの修復用材の入手に係

る現状や苦労話が訴えかけられました。

　また、パネルディスカッションでは、奈良女子大学特

任教授の上野邦一氏をコーディネーターとしてお招きし、

宇陀市教育委員会の森本陽子氏、今井町重要文化財高木

家夫人の高木恭子氏、近畿中国森林管理局長の３名が

平成 24 年度 国有林野等所在市町村長

連絡協議会を開催

実行箇所での林産物の供給や路網整備、ふれあいの森、

分収育林等の「国民参加の森
も り

林づくり」、レクリエーショ

ンの森等の国有林野の活用、保護林、シカ被害対策、治

山事業等の取り組み内容等について説明を行いました。

  近畿中国森林管理局においては、本説明会のほか、次

期森林計画の検討方向をホームページに掲載し、多様な

意見を把握するよう努めています。今後も多様な意見を

効果的に把握し、計画書に反映するよう努めて参ります。

【企画調整室】１１月２１日（水）、近畿中国森林管理局

において、平成２４年度国有林野等所在市町村長連絡協

議会を開催し、管内１４府県の国有林が所在する市町村

を代表して１４名の市町長にご出席いただきました。

  この協議会は、管内の市町村との連絡調整を図り、地

元地域の社会経済の発展と国有林野事業の円滑な遂行に

寄与することを目的として毎年度開催しているものです。

  冒頭、本協議会会長の岡山県新見市長から、「国有林

については、平成２５年４月より一般会計に移行するこ

ととなったと聞いており、今まで以上に地域林業のリー

ダーとしての役割を担っていただくようお願いする。」

などの挨拶を頂きました。

  また、会議の中において、各市町長から、

補助事業について、数年で打ち切りとならないよう• 

な取組が必要。

間伐材の発電燃料としての利用や国産材利用におけ• 

る補助事業のあり方等について、林野庁と関係省庁

が連携した取組が必要。

近年の台風等による被害を受け、治山・治水の概念• 

や危機管理体制の見直しなど、災害への意識レベル

を上げることが必要。

間伐のほか、皆伐と植栽も行い、多様な森林構成と• 

なるよう施策の検討が必要。

保安林での行為制限について、森林整備の一環であ• 

る行為については規制緩和が必要。

　など、実情を

踏まえたご意見

を頂きました。

  近畿中国森林

管理局では、い

ただいたご意見

を国有林野事業

の運営に適切に反

映させるよう努めて参ります。

地域ニュース

所長による古事の森の取組説明

パネラーの話に熱心に耳を傾ける参加者

「春日奥山古事の森」普及啓発イベント

　～古都奈良のまち並みと古事の森～

会議の様子
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パネラーとなり、「木造建築物の良さを活かして町並み再

建」をテーマに活発な討論が行われました。

　各パネラーからは、古民家に住む者の立場から、保存

していくための苦労話や、行政担当者の立場から、個別

の住宅の修理、町並みの保存に取り組んで感じたこと、

社寺の魅力は周辺の風景と一体となってこそ魅力を増し、

観光資源としても奈良の風景には、木造の町屋・町並み

が必要であるなど、活発な意見交換が行われました。

　また、（財）ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保

護協力事務所長西村康氏からは、木の文化を守るために

は多くの方々の理解と協力が不可欠で、今回の「古事の森」

の普及啓発活動をきっかけに、さらに取り組みを進めて

参りたいと締めくくりました。

　第２部の「春日山原始林の森林散策」では、市民ボラ

ンティア「グリーンあすなら（奈良巨樹・古木の会）」の

会員の案内で、春日山原始林の散策を行いました。

　

春日大社感謝共生の館を出発し、春日大社本殿を参拝し

たあと、全長約５km のコースを約２時間３０分かけて

散策し、普段あまり目にすることのないエノキやムクロ

ジ、スギなどの大木を興味深そうに観察していました。

　参加者の中

には東京から

遥々参加した

方 も お ら れ、

「普段通行でき

ないコースを

散策すること

ができ、大変

有意義な１日

でした。」、

「古事の森の活動を初めて知りました。是非来年も参加し

たい。」などの感想も聞かれました。

　奈良森林管理事務所では、今後も古事の森育成協議会

との連携を密にし、「古事の森」の普及啓発に向けて取り

組む方針です。

ボランティアによる巨樹 ・巨木の説明

原始林内にあるスギの巨木

平成24年度　大山三の沢　植樹祭
開催

【山口森林管理事務所】　11 月 17 日（土）、山口県東部

岩国市中心部へ注ぐ清流「錦
にしきがわ

川」。その水源域に所在す

る高
たかばち

鉢山国有林（岩国市錦町宇佐）で山口県岩国・柳

井農林事務所主催（共催：山口県企業局、岩国市、山口

森林管理事務所）の「錦川の水を育む森林づくり交流会」

が、川下の利水企業関係者ほか総勢６０名の参加により

盛大に開催されました。

【鳥取森林管理署】11 月 1 日（木）、大山国有林三の沢

にて、三の沢 堰
えんてい

堤 護岸工事が完成を迎えるにあたり、

鳥取森林管理署が主催して「平成 24 年度 大山三の沢 

植樹祭」を行いました。

　当日は、鳥取県整備部や環境省中四国地方環境事務

所米子環境事務所の職員、江府町立江府小学校 4 年生

の児童、OF 会鳥取支部など総勢約 80 名が集まり、鳥

取森林管理署

職員指導の下、

周辺の大山山

系 で 採 取 し、

種子から育て

たブナ・ナナ

カマドなどの

苗 木 300 本

を植えました。

　参加した江府町立江府小学校 4 年生の西岡俊輔さん

は「寒かったけど木を植えるのがとても楽しかった。参

加できて良かった。」と目を輝かせていました。また同

小学校 4 年生の下垣春琳さんは「私は自然が好きなの

で植えた苗木がどんどん大きくなり、緑豊かな山になっ

て欲しい。」と感想が聞かれました。

参加者による植樹

「錦川の水を育む森林づくり交流会」
～国有林で利水企業関係者協働による水源の森林づくり～

参加者の皆様の記念写真
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平成24年度　大山三の沢　植樹祭
開催 大

おおとうさん
塔山山頂保全検討会の開催

【和歌山森林管理署】10 月 26 日（金）、紀南地方の最

高峰「
おおとうさん

大塔山」の山頂において第四回「大塔山山頂保全

検討会」を開催しました。平成 10 年、本州南限のブナ

林が現存する「大塔山モミ・ツガ・ブナ植物群落保護林」

に接する森林の一部が誤伐されました。伐採による影響

は、伐跡地からブナ林内へ吹き込む強風による土壌の乾

燥化やブナの風倒・枯損・衰弱を招いたほか、伐跡地や

ブナ林床でのシカの食害も発生しました。このため、和

歌山森林管理署では関係行政機関や地元の自然保護団体か

らなる第一回「大塔山山頂保全検討会」を平成 19 年に開

催し、以降ここでの検討結果を踏まえながら、これまでに

保護柵の設置や植生調査などを行ってきています。

　今回で第四回目となる検討会は、前回に引き続き現地

で開催し、保護柵内の植生の回復状況を確認した後、天

然更新補助作業の必要性の是非、シカの食害により裸地

化している登山道周辺の保全対策等について検討しまし

た。植生は全体的には順調に回復しているものの、笹覆

い地や高木ブナの衰弱が一部で見られるなど、引き続き

民国が連携・協働しながら注視していく必要性を確認し

ました。今後も検討会の開催、植生調査、巡視パトロー

ルなど森林再生のための取組を行うこととしています。

大塔山山頂

検討会の様子

　会場となった高鉢山国有林の当該箇所は、平成１１年

に市民ボランティアや利水関係者等によりコナラ、ヤマ

ザクラなど１５種の苗木が植栽された「錦川水源の森」

（面積１ha）で、それ以降、関係者の熱意により定期的

に森林づくり活動が実施されています。

　当日は、主催者である岩国農林事務所の江藤所長より

「私たちの暮らしや産業活動に欠かすことのできない良

質な水は、健全な森林から生まれます。関係者協働で取

り組んできた森づくり活動を通じて、水源かん養機能や

地球温暖化防止機能など森林のもつ多面的機能への理解

を深めて下さい」との挨拶に続き、山口県指導林業士の

指導による除
※

伐作業を行いました。

　あいにくの天候

で雨合羽を着用し

て の 作 業 と な っ

た 参 加 者 は、 植

栽後十数年が経過

し、見上げるほど

に成長した木々の

下で、指導者のア

ドバイスにより植

栽木周囲の灌
かんぼく

木を

鋸を使って丁寧に

伐り除いていまし

た。

　参加者からは、「錦川の清流は上流域の豊かな森林に

よって育まれち
・ ・ ・

ょることを改めて認識した」。そして、「豊

かで清らかな水を守り続けていくためには、森林の手入

れが重要なんですね」との感想が聞こえてきました。

　水源の森にそぼ降る甘雨の中、豊かな水を育む森林づ

くりは短時間の作業ではありましたが、参加者は一様に

満足した表情を浮かべていました。

　閉会の頃には雨も上がり、来年も訪れることを皆で確

認し、靄
もや

に煙る森を後にしました。

※除伐・・・・育成の対象となる樹木の生育を妨げる雑木等

を切り払う作業。通常７年から２０年程度にかけて数回行う。

合羽で除伐作業

参加の皆様
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「公共施設等木材利用促進のための研究会」
　　　　　　　　　　　～提言の取りまとめ～

【広島北部森林管理署】　１１月１４日 ( 水 )、広島北部

森林管理署が主催する「公共施設等木材利用促進のため

の研究会」を開催しました。

  当日は、研究会を構成する広島県林業課、広島県林業

技術センター並びに三次市、神石高原町の林務担当課、

住宅建築等に関わる担当課及びオブザーバーである広島

インテリア協議会 ( 事務局 : 広島市 )、当署の職員合わ

せて１５人が出席しました。

  

　冒頭、署長から本研究会の取組について局広報誌「森

の広場」に掲載された内容に対する国有林モニターから

のメッセージを紹介後、「私たち国や地方公共団体等が

公共施設に木材を利用し、木造建築の良さを国民に積極

的に情報発信していくとともに、川上、川中、川下がと

もにタッグを組んで、直面する様々な課題に取り組んで

いく必要があります。本研究会は本日でひとまず幕を下

ろしますが、本研究会は今は小さな小さな水の流れであ

るかも知れません。この流れがいずれ大河となって大海

へ注がれる取組のきっかけとなることを期待します」と

挨拶をしました。

川久保渓谷と本山寺山国有林の植物観察会
～ふれあい推進事業イベント～

【京都大阪森林管理事務所】１１月２５日（日）、秋の清々

しい快晴の下、大阪植物観察会主催による森林ふれあい

推進事業イベント「川久保渓谷と本山寺山国有林の植物

観察会」が高槻市で開催されました。

　当日は、一般参加者１７名・大阪植物観察会スタッフ

１０名・京都大阪森林管理事務所より２名、計２９名の

参加により「水源の森百選の川久保渓谷」⇒「本山寺山

国有林のモミ・ツガ林」⇒「神
かぶさん

峰山の紅葉とナラ枯れの

現状」のルートで気持ちの良い秋晴れの森林を植物観察

をしながら森林を散策しました。

　

　途中、スタッフから人工林と雑木林の話、渓谷に多い

植物と尾根筋に多い植物の説明を聞きながら、本
ほんざんじ

山寺境

内まで歩き昼食を取りました。その後、参加者全員によ

る記念撮影を行い、本山寺山国有林に移動しスタッフか

らのモミ・ツガ林の説明に続き流域管理調整官より「農

林業におけるニホンジカによる被害と森林被害の現状」

についての説明と、箕面森林官より「本山寺山・楊梅山

国有林の概要」について説明を行いました。

　このイベントの最終説明箇所である神峰山において、

「カシノナガキクイムシの被害現状と防除対策活動状況」

黄金色のじゅうたんで一休み

についての説明を行い、１６時に現地解散でイベントを

終了しました。

　参観者からは、都会に所在する高槻市の森林にもたく

さんの貴重な植物が自生していることや、植物の見分け

方、ナラ枯れやマツ枯れの現状、ニホンジカによる被害

の現状等について改めて学ぶとともに、「楽しく歩いて

自然に親しむことができ、貴重な一日となりました。」

との喜びの声が聞かれました。

　今回開催されたイベントは、平成２４年９月１１日付

けで近畿中国森林管理局長と大阪植物観察会との間で締

結された「イベント実施業務委託契約」により、契約相

手方である「大阪植物観察会」が企画し、本山寺山国有

林外を活用した自然観察イベントです。

記念撮影

会議の様子
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環境ふくいＣＯ２削減貢献事業

【福井森林管理署】　自然体験活動に適したあわら市の北

潟国有林を「ふれあいの森」として提供し、その一環として、

11 月 18 日 ( 日 ) に、北潟海辺の森づくりプロジェクト・

海辺の森から地球を考えよう（福井県カーボンオフセット

事業）に係わる「北潟の森植樹活動」を開催しました。

　当日はあいにくの曇り空でしたが、福井市などから親

  研究会では、第 1 回～第 3 回までの「公共施設等木

材利用促進のための研究会」振り返りについて、事務局

である当署の担当者からスライドによる説明を行い、①

市町の木材利用方針の早期策定の取組②コストを抑える

ための設計上の工夫③事業スケジュールの綿密な計画と

関係者との連携について意見交換を行い本研究会とし

て、公共建築物の木造・木質化建築物の木材利用促進に

ついて次のとおり提言し最終報告としました。

－提言の内容－
【市町の木材利用方針の早期策定等に向けた一層の取組】

 市町における公共建築物の木造・木質化を推進するため

には市町の木材利用方針の策定がないと難しいので、林

業関係・営繕関係・住宅関係各課の連携により、未策定

市町の早期木材利用方針策定に向けて一層取り組むこと。

　また、今後においては、木材利用方針の内容が具体的

な行動となるための取組を行っていくこと。

【地域材を積極的に活用していくための情報収集と関連

地域産業との連携】

　①地域材を積極的に活用していくために、設計段階か

ら調達ルート、乾燥のコスト、乾燥期間等についての情

報収集及び関連地域産業 ( 原木供給者、建材流通事業者、

製材事業者、建築士事務所等 ) との連携を検討すること。

　②原木の伐採や建築現場の見学会等を行うことによ

り、木造建築物を通じて地域の連携を強めることが可能

となり、地域の木を活かす公共建築物の木造・木質化を

目指す。

【地域材の利用促進の啓発と公共建築物における地域材

利用の積極的な推進】

　地域材の利用促進の啓発について、エンドユーザー等

を対象として、例えば、既に供用開始されている学校施

設、図書館、福祉施設等の木造・木質化事例箇所を対象

に、木の良さや木材利用に対する施設利用者の感想等を、

市町の広報、ホームページへの掲載、各種会議等で紹介

する等工夫を凝らし PR を行うとともに、公共建築物に

おける地域材の利用を積極的に推進すること。

子連れを含む 33 名 ( あわらの自然を愛する会 10 名・

福井大学 6 名・一般参加者 12 名・フォレストの会 5 名）

が参加し、森の薫りと潮風を体いっぱいに感じた一日を

過ごしました。

　福井森林管理署より２名参加し、北潟国有林の概要な

らびに役割、植樹方法などの説明を行い植樹会場へ向か

いました。

　植樹会場は海べりの急斜面でしたが、参加者たちは小

雨や風の中を苦闘しながらも、400 本（クロマツ 300

本・トベラ 50 本・アキグミ 50 本）を植栽しました。

　午後の森林散策では、松ぼっくり拾いなどを行いました。

　これは、北潟に生えている松を種から育てて、植樹活

動を進めていこうというものです。今後は拾った種を育

てて植樹活動を行う予定にしています。

急な斜面での植栽作業

親子で参加

お知らせ

 12 月 1 ７日～１月３1 日　まで

　　　レクリエーションの森スキー場紹介

　　　【近畿中国森林管理局　国有林野管理課】

  森
も り

林のギャラリー（局庁舎 1 階）    
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　林野庁近畿中国森林管理局では、国有林を開かれた「国

民の森林」とするよう取り組んでおり、その一環として、

国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理解を深

めて頂くとともに、ご意見やご要望をお聞きして国有林

野行政に反映させるため「国有林モニター事業」を実施

しているところです。

　この度、平成 25 年度「国有林モニター」を募集いた

しますので、多くの皆様からのご応募をお待ちしており

ます。

記

１ 募集人員　８０名程度

２ 依頼期間

　　平成２５年４月から平成２６年３月まで（１年間）

３ 依頼内容

（１）国有林に関するアンケートへの回答

（２）国有林野の管理経営についてのご意見・ご要望等の提出

（３）モニター会議へのご出席（希望者から若干名を選定）等

４ 応募資格

　近畿中国森林管理局が管轄する２府１２県（石川県、

福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈

良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山

口県）にお住まいで、森林・林業及び国有林に関心のあ

る満１６歳以上の方。

　ただし、原則として次の方を除きます。

（１）国会及び地方議会の議員

（２）地方公共団体の長

（３）常勤の国家公務員

５ 応募方法

郵便（官製ハガキ、封書）、ＦＡＸ、E-mail のいずれか

において、必要事項を記入の上、下記の近畿中国森林管

理局国有林モニター担当まで御応募ください。

〒 530-0042

大阪市北区天満橋 1 丁目 8 番 75 号

近畿中国森林管理局企画調整室国有林モニター担当

TEL：06-6881-3407　FAX：06-6881-3415

E-mail ： kc_kikaku@rinya.maff.go.jp

近畿中国森林管理局

「国有林モニター」 募集！！

ほっと一息
　あっと言う間に師走の折となりました。

局の展示 gallery にもクリスマスツリーが登場し、後は

サンタさんからのプレゼントを待つばかりです。

今年も一年、沢山の方にご拝読頂きありがとうございました。

来年もご愛顧の程、宜しくお願いいたします。

よいお年を。

６ 必要事項

( １）氏名（ふりがな）

（２）住所（郵便番号）

（３）性別

（４）年齢（平成 25 年 4 月 1 日現在）

（５）職業

（６）電話番号

（７）メールアドレス（ございましたら）

（８）「国有林モニター」募集をお知りになったきっかけ

（具体的に記入）

（９）「国有林モニター」に応募された理由（２００字程度）

７ 募集期限

　平成２５年１月２５日（金）（当日必着）

８ その他

・結果については、平成２５年３月中にお知らせいたし

ます。

・選定結果に対する個別のお問い合わせにはお答えでき

ませんので、あらかじめご了承ください。

・応募時ご記入いただいた内容は、国有林モニター事業

に限って利用するとともに、適切な管理を行います。


